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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 51.0 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成15年度 平成22年度

人／日 平成１７年度 平成22年度

 
  

22

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 栃木県 小山市
おやまし

　思川
おもいがわえきしゅうへんちく

駅周辺地区

計画期間 交付期間

120

思川駅利用者数 JR思川駅の一日の乗降客数
駅北口を開設し周辺道路を整備することにより、北口からの駅利用
を可能にして利用者の増加を図る。 677

目標1　　駅周辺地域のマチとムラ共生型まちづくりの形成を図る。
目標2　　駅周辺道路等の整備改善により交通アクセス条件、交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。
目標3　　駅南北の連絡強化により駅周辺の回遊性を高め駅周辺の活性化を図る。

・思川の西側に広がる水田地帯のなかに位置する思川駅周辺地区は、JR両毛線の小山駅と栃木駅のほぼ中間にあり、同線により南北に分断されていることにより､駅南北地区において集落が一体としての機能が発揮できず、特に駅北側からの駅利用につ
いては、改札口がなく道路も未整備であるため､早急に都市基盤整備が望まれる地域となっている。
・思川駅を中心として半径約２キロとされる駅勢圏とほぼ同一である豊田地区の人口は約７８００人（平成１４年度市資料）であり、そのうち駅北側地区が２４００人、南側地区が５４００人となっている。
・駅南地区には、豊田出張所（旧美田村役場）、県立小山西高校や豊田中学校、病院、農協等の地域住民の日常生活のための施設を有し、市街化調整区域にもかかわらずスプロール的な住宅化の進行による住居環境の悪化を招いている。一方、駅北地区
は県道沿いや集落に住宅が点在しているがほとんどが水田地帯である。しかし最近では駅周辺に農地以外の土地も多く、市街化調整区域内における開発許可制度の緩和規制により今後新たな土地利用が図られる適地である。
・当地区は、小山市｢第4次小山市振興計画　後期基本計画｣の中で、小山市の骨格づくりと広域ネットワーク形成のために、思川駅周辺地区を地域拠点として整備することが述べられている。
・思川駅北側は、駅前広場やそれにアクセスする道路等が無いため、これらの公共施設整備を早急に進め、駅周辺地区の活性化を図る必要がある。
・思川駅の北側は主要地方道小山環状線、一般県道小山・都賀線の整備が予定されているので思川駅北口整備は、将来の交通のアクセスも期待されている。

・思川駅周辺地区はJR両毛線により南北に分断されている。思川駅の南口には、公民館、農協、病院、学校といった公共施設があり、南北間を行き来するには駅から離れた踏切りを車と人とが混在して利用しなければならない状態であるため、歩行者が安
全に利用できる駅南北を結ぶ自由通路の整備が必要である。
・現在の思川駅は南口からだけの利用形態であるため、駅施設を自由通路上に移設し、橋上駅とするこで駅北側からの利用も可能となる。
・駅北側についても、駅北口の開設、駅前広場の整備に伴い駅利用者あるいはそれに伴う交通量の増加が見込まれるため、既存の周辺道路等の基盤整備が必要不可欠であり早期の実施が必要である。

・駅の自由通路・北口駅前広場やアクセス道路の整備により南北地域の連絡強化を図ることで、バランスの取れた地域の発展を促すとともに、思川駅を拠点とする地域の活性化とマチとムラのゆとり共存にふさわしい駅前空間の形成や土地利用の推進を図
る。

指　　標

  
 

 

744

南北自由通路往来者数 南北自由通路利用者数
駅南北を結ぶ自由通路を整備して南北地区の連絡を強化すること
により、利用者の利便性と安全性の向上図る。 ―

 



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・整備方針（道路等の整備改善による交通アクセス等の向上）
駅北口へのアクセス改善のため、既存道路である市道１０６２号線の拡幅整備を行い、駅前広場への安全で快適な利用を目的として市道１０６２号線と駅北
口とを結ぶ市道１５３８号線及び北口広場の新設整備を行う。また、市道１０６４号線・市道２１１号線の拡幅整備を行い歩道を設置し、駅北口へとつながる
市道１０６２号線と接続することにより利用者の安全性を確保する。

基幹事業：市道１５３８号線道路新設（幅員1２m・広場１，２００㎡）
基幹事業：市道１５３８号線道路新設（幅員1２m）
基幹事業：市道１０６２号線道路改良（幅員９ｍ）
基幹事業：市道１０６４号線道路改良（幅員９ｍ）
基幹事業：市道２１１号線道路改良（幅員９ｍ）

・整備方針（南北の連絡強化による駅周辺の活性化）
駅南口と北口とを結ぶ南北自由通路を整備することにより、思川駅を中心とした周辺住民の南北往来の場として、歩行者・自転車の安全性を確保するととも
に駅周辺地域の活性化を図る。また、現在南口のみの利用形態である駅施設を自由通路上に移設し橋上駅とすることにより、北口をからも利用可能として
駅利用者の利便性の向上を図る。更に、南口広場についても、用地取得及び広場整備を行い、利用者の利便性の向上を図る。

基幹事業：南北自由通路
基幹事業：駅南口広場（広場１，０００㎡）
提案事業：南北自由通路設置に伴う駅施設の移設及びホーム階段設置
提案事業：思川地区まちづくり推進事業調査
提案事業：思川駅北口周辺整備推進協議会

　
○交付期間中の計画の管理について
交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、思川駅北口周辺整備推進協議会を設立し、市と協議会が協働して事業を進められるようにする。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 小山市 直 W=12m、L=191m、広場1,200㎡ Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 131.9 131.9 131.9 131.9

小山市 直 W=9m、L=565m Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 134.8 134.8 134.8 134.8

市道１０６４号線道路改良 小山市 直 W=9m、L=450m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 86.5 86.5 86.5 86.5

市道２１１号線道路改良 小山市 直 W=9m、L=480m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 86.5 86.5 86.5 86.5

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 小山市 直 1,000㎡ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 38.0 38.0 38.0 38.0

高質空間形成施設

高次都市施設 小山市 直 L=60.4m Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 286.2 286.2 286.2 286.2

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 763.9 763.9 763.9 763.9 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
ﾎｰﾑ階段L=14．0m 167.9

駅施設移設一式

既設跨線橋撤去 0

小山市 直 － H２１ H２１ H２１ H２１ 1.6 1.6 1.6 1.6

小山市 直 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 1.6 1.6 1.6 1.6

合計 171.1 171.1 171.1 171.1 …B
合計(A+B) 935.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

所管省庁名事業箇所名 全体事業費

細項目

思川駅北口周辺整備推進協議会

事業期間（いずれかに○）

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

事業 規模事業主体

0

（参考）事業期間
直／間

市道１５３８号線道路新設

駅南口広場

規模事業主体事業箇所名

南北自由通路

うち民負担分

374 国費率 0.4

交付期間内事業期間
うち民負担分

167.9

0

地域創造
支援事業

小山市
JR高崎支社

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業 事業主体

交付対象事業費 935 交付限度額

事業
細項目

市道１０６２号線道路改良

167.9

思川駅周辺地区

思川地区まちづくり推進事業調査

南北自由通路設置に伴う駅施
設の移設及びホーム階段設置

思川駅周辺地区

JR思川駅 H２２ H２０ H２２ 167.9H２１直

交付期間内事業期間
規模直／間

（参考）事業期間



都市再生整備計画の区域

　思川駅周辺地区（栃木県小山市） 面積 51.0 ha 区域 小山市大字松沼、大本の一部

縮尺　1：50,000

思川駅周辺地区（５１．０ha）

JR思川駅

JR小山駅



思川駅利用者数 （人／日） 667 （H１５年度） → 744 （H２２年度）

南北自由通路往来者数 （人／日） － （H１７年度） → 120 （H２２年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　思川駅周辺地区（栃木県小山市）　整備方針概要図　　　　　

目標
目標１　駅周辺地域のマチとムラ共生型まちづくりの形成を図る。

目標２　駅周辺道路等の整備改善により交通アクセス条件、交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。

目標３　駅南北の連絡強化により駅周辺の回遊性を高め駅周辺の活性化を図る。

代表的な

指標

■基幹事業
道路 市道１０６２号線道路改良

□提案事業
・南北自由通路設置に伴う駅施設の移設及びホーム階段設置
・思川駅北口周辺整備推進協議会
・思川地区まちづくり推進事業調査

■基幹事業
道路 市道１５３８号線道路新設

（駅北口広場）

■基幹事業
南北自由通路

■基幹事業
道路 市道１０６４号線道路改良

■基幹事業
道路 市道２１１号線道路改良

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

0 100 200 300 400 500

■基幹事業
駅南口広場


